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平成 27 年 9 月 9 日 

 

Fukushima Workshop（Japan Study Program）の開催 

福島の学生と世界の留学生たちが共に英語で考える福島の復興 

～グローバル人材育成の福島モデルを目指して～ 

 

Fukushima Workshop は経済経営学類グローバル人材育成プログラムのコア科

目であると同時に、「ふくしま未来学」（COC 事業）のモデル選択科目でもありま

す。 

今年度開設された本授業では、福島大学生と日本で学ぶ留学生たち約 30 名が 5

日間の集中講義を通じて、福島の復興について共に英語で考えます。 

 

○今回の特色 

・福島大学の学生・研究生に加え、上智大学及び立命館大学から 14 名の留学生・

日本人学生が本プログラムに参加します。 

・本プログラムでは、環境、農業、再生可能エネルギー、教育などの分野の専

門家による英語での講義だけでなく、東日本大震災の被災地や県内の復興関

連施設へのバスツアーも予定しています。 

・福島の学生と世界各国からの留学生とで実施される本プログラムを通じて、

「福島でしかできないグローバル人材育成」、「福島でこそ行うべきグローバ

ル人材育成」の可能性を探ります。 

○実施概要 

■実施期間：平成 27 年 9 月 14 日（月） ～ 9 月 18 日（金） 

 

■参加学生：福島大学学生・研究生（ロシア）12 名 

      上智大学学生 4名（中国からの留学生 2名、日本人学生 2名） 

      立命館大学留学生 10 名（インド、バングラデシュ、ネパール、

ベトナム、ケニア） 

■行程：別紙日程案のとおり 

 

（問い合わせ先） 

経済経営学類ﾏｸﾏｲｹﾙ ｳｨﾘｱﾑ研究室 

電話：024-548-8443 



会場など 立命生 上智生 福大関
係者

スタッフ 合計 活動地点

17:00 ～ 18:00 福島駅西口にて出迎え 10 4 0 2 14

18:00 ～ 自由行動 10 0 0 2 12

宿泊 東横イン東口　I 10 0 0 0 10

会場など 立命生 上智生 福大関
係者

スタッフ 合計 活動地点

8:20 ホテルのロビー待ち合わせ 東横イン東口　I 10 4 0 2 16

8:47 ～ 8:57 ＜電車移動＞　福島駅　→　金谷川 福島駅など 10 4 0 2 16

9:15 ～ 9:45 学長表敬訪問 学長室 10 4 0 2 16

10:00 ～ 11:00 オリエンテーション　・アイスブレーキング　（講師：マクマイケル） 理工大会議室 10 4 14 2 30

11:15 ～ 12:00 学内オリエンテーリング 学内各所 10 4 14 2 30

12:00 ～ 13:00 昼食　（学食） 学食 10 4 14 2 30

13:00 ～ 14:00 講義　１　「Overview of March 11th Disasters」 (講師：吉高神先生、マクマイケル） 10 4 14 2 30

14:15 休憩 10 4 14 2 30

14:15 ～ 15:15
講義　2　「Recovery from the March 11th Disasters: Effects on the Environment」 (講師：IER 難波先
生）

10 4 14 2 30

15:15 休憩 10 4 14 2 30

15:30 ～ 16:45 グループワーク　「Individual Expectations and Group Goals」　（ファシリテーター：マクマイケル） 10 4 14 2 30

17:00 ～ 18:30 グリーンにて、歓迎パーティー レストラングリーン 10 4 14 2 30

宿泊 東横イン東口　I 10 4 0 0 14

会場など 立命生 上智生 福大関
係者

スタッフ 合計 活動地点

8:00 ロビー待ち合わせ 東横イン東口　I 10 4 14 2 30 福島市

8:00 ～ 9:30 ＜バス移動＞　福島市→　相馬市松川浦 10 4 14 2 30

9:30 ～ 10:30 県水産試験場相馬支場視察 相馬市松川浦 10 4 14 2 30

10:30 ～ 11:15 松川浦及び津波記念館　視察　（津波映像視聴） 相馬市原釜地区 10 4 14 2 30

11:15 ～ 12:00 ＜バス移動＞　相馬市原釜地区→　南相馬道の駅 10 4 14 2 30

12:00 ～ 13:00 昼食（南相馬市　みちの駅）　＊時間が許せば、じゃぶじゃぶ池見学 みちの駅　みなみ相馬 10 4 14 2 30

13:00 ～ 13:45 ＜バス移動＞　南相馬道の駅 →　浪江町 10 4 14 2 30

14:00 ～ 15:30 浪江町視察　（請戸地区　→　JR浪江駅周辺） 浪江町各所 10 4 14 2 30

15:30 ～ 16:00 ＜バス移動＞　浪江町  → 南相馬総合病院 10 4 14 2 30

16:00 ～ 17:00 南相馬市総合病院にて坪倉先生ご講演 南相馬市総合病院 10 4 14 2 30
南相馬

市
17:15 ～ 18:45 ＜バス移動＞　南相馬市　→　福島駅 10 4 14 2 30

19:00 ～ 福島大学生との夕食 10 4 14 2 30

宿泊 東横イン東口　I 10 4 0 0 14

会場など 立命生 上智生 福大関
係者

スタッフ 合計 活動地点

7:45 ホテルのロビー待ち合わせ 東横イン東口　I 10 4 0 2 16

8:11 ～ 8:21 ＜電車移動＞　福島駅　→　金谷川 福島駅など 10 4 0 2 16

8:40 ～ 10:10 講義　3　「Recovery from the March 11th Disasters: Food Safety (講師：林先生） 理工大会議室 10 4 14 2 30

10:10 ～ 10:20 休憩 10 4 14 2 30

10:20 ～ 11:30 Group Discussions　「ふくしま学inFukushima Workshop」（講師：マクマイケル） 理工大会議室 10 4 14 2 30

11:45 ～ 12:45 昼食　（学食） 学食 10 4 14 2 30

13:00 ～ 14:45
講義　4　「Recovery from the March 11th Disasters: Renewable Energy (講師：近藤先
生）

理工大会議室 10 4 14 2 30

14:45 ～ 15:00 休憩 10 4 14 2 30

15:00 ～ 16:30 グループワーク　「Individual Expectations and Group Goals」　（ファシリテーター：マクマイケル） 理工大会議室 10 4 14 2 30

18:00 ～ 19:00 福島大学生との夕食 市内各所 10 4 14 2 30

宿泊 東横イン東口　I 10 4 0 0 14

福島市

＜プログラム日程案＞ 記者会見用資料
Fukushima Workshop 　～ふくしまワークショップ　(Ｈ27．9．7現在）

9月13日　（日曜日）

9月16日（水曜日）　災害と産業への影響

目標：
移動日

9月14日（月曜日）　放射能汚染の実態

福島市

理工棟大会議室

目標：
ー震災の現状と、震災による福島の人々の生活への影響についての基礎知識を得ること。
ー学生同士のアイスブレーキングが行われること。
ーグループごとに、今回のプログラムで達成したい目標を明確にすること。

9月15日（火曜日）　災害と人々への影響

目標：
ー福島の避難区域での復旧に向けた課題を実体化すること。
ー福島の沿岸での主要産業を回復させるために、どの様な課題がまだ残っているかを深く理解すること。
－低線量被ばくの実態とそれらから生じる健康上のリスクコミュニケーションを行うことの難しさを理解すること。

相馬市

南相馬
市

浪江町

福島市

福島市

目標：
ー福島の食の安全について学ぶこと。
ー福島が直面している、原子力災害以外の要因から生まれた21世紀的課題について、理解を深めること。
ー再生可能エネルギーがどのようにして福島復興のための新産業を引き付ける方法となりうるのかを考えること。



会場など 立命生 上智生 福大関
係者

スタッフ 合計 活動地点

8:15 ホテルのロビー待ち合わせ 東横イン東口　I 10 4 0 2 16

8:30 ～ 9:00 ＜バス移動＞　福島駅　→　福島市役所 福島駅など 10 4 0 2 16

9:00 ～ 10:10 福島市モニタリングセンター　訪問・視察 福島市食品モニタリングセン
ター 10 4 14 2 30

10:10 ～ 10:20 ＜バス移動＞　福島市役所　→　みちのく果樹園 10 4 14 2 30

10:30 ～ 11:30 果樹園及び除染現場視察 みちのく観光果樹園 10 4 14 2 30

11:30 ～ 12:00 ＜バス移動＞　フルーツライン　→　土湯温泉 10 4 14 2 30

12:00 ～ 13:00 昼食　（土湯温泉　旅館　）及び元気アップ土湯代表による講演 土湯温泉　周辺

13:00 ～ 14:45 土湯温泉　発電所視察 土湯温泉 10 4 14 2 30

14:45 ～ 15:30 ＜バス移動＞　土湯温泉　→　郡山 10 4 14 2 30

15:30 ～ 17:00 被災者による講演（語り部事業）　及び　おだがいさまセンター視察 桜風舎（さくら通り） 10 4 14 2 30

17:00 ～ 17:45 ＜バス移動＞　郡山　→　福島市

18:00 ～ 19:00 福島大学生との夕食 10 4 14 2 30

宿泊 東横イン東口　I 10 4 0 0 14

会場など 立命生 上智生 福大関
係者

スタッフ 合計 活動地点

9:15 ホテルのロビー待ち合わせ 東横イン東口　I 10 4 0 2 16

9:37 ～ 9:47 ＜電車移動＞　福島駅　→　金谷川 福島駅など 10 4 0 2 16

10:00 ～ 11:00
講義　５　「Recovery from the March 11th Disasters: Disaster Reduction」 (講師：吉高神先生、瀬戸先
生）

理工大会議室 10 4 14 2 30

11:00 ～ 11:10 休憩 学内各所 10 4 14 2 30

11:10 ～ 12:00 Group Work: 「Fukushima :  5 decades from now」 理工棟２F大会議室 10 4 14 2 30

12:00 ～ 13:00 昼食　（学食） 学食 10 4 14 2 30

13:00 ～ 14:30
講義　６　「Recovery from the March 11th Disasters:Education and Community Building」 (講師：小松
先生）

10 4 14 2 30

14:30 ～ 14:40 休憩 10 4 14 2 30

14:40 ～ 16:10 Group Work: 「Fukushima: what have we learnt?」 10 4 14 2 30

16:10 ～ 18:30 グリーンにて、お別れパーティー レストラングリーン 10 4 14 2 30

宿泊 東横イン東口　I 10 4 0 0 14

9月18日（金曜日）　まとめ

福島市

目標：
ー「防災」について、福島の教訓を入れながら考えること。
ー震災と教育について、理解を深めること。
－個々のグループの達成目標の到達具合などを確認し、まとめること。

9月17日（木曜日）　災害と復興への道のり

目標：
ー食の安全を守るために、どの様な仕組みが導入されているかなどを実体験すること。
ー福島の主要産業である果樹園が、どの様に放射能汚染や除染に対応し、産業を守っているかを見学すること。
ー　「再生エネルギー」を使って、新しい地域創造を行っている実例を見ること。
ー　避難者の生の声を聴くことで、メディアではなかなか報道されない非難の実態を理解する事。

理工棟２F大会議室

福島市

郡山市

福島市



FUKUSHIMA 

WORKSHOP 

「ふくしま」について、英語で考える 

JAPAN STUDY PROGRAM Ⅲ 
Fukushima Workshop(Japan Study Program III)は、 
「3.11の被災地福島の復興」について英語で学ぶ集中講義。 
多様な講師陣による講義と、被災地の視察、外国人留学生を
含む他大学の学生との交流を組み合わせた、体験型集中学習
プログラムです。 

＜取得できる単位＞ 
●全学類生：「ふくしま未来学」モデル選択科目（2単位）ないし、 
    自由単位（2単位） 
●経済経営学類生：上記科目＋「特別演習」（選択必修2単位） 
    ないし、 「英語副専攻」（認定対象科目2単位） 

9/14（月）-9/18（金） 

【お問い合わせ】福島大学 経済経営学類 
 吉高神 明            akikko@econ.fukushima-u.ac.jp 

 マクマイケル・ウィリアム mcmichael@econ.fukushima-u.ac.jp  

【説明会日程】 

7/8（水） 

 時間：12:30～13:30 
 場所：M2  

3.11の東日本大震災後の福島の各所を訪問し、体験学
習をメインに活動することで得る「ローカル」の視点。 
海外留学生と共に英語をフル活用した講義・視察を行う
ことで培う「グローバル」の視点。両方の視点で
「3.11の被災地福島の復興」について向き合うことで、
世界規模(グローカル)でものごとを捉える力を養います。  

・定 員 ：15名 
・参加費 ：原則昼食・夕食代のみ 
・宿 泊 ：なし 
・履修登録方法 ：説明会にて案内 

履修を考えている 
学生はご参加ください 

●こんな学生はぜひ！ 
・「3.11の被災地福島の復興」にとっての重要な諸課題に関して、一定の理解があり、自分自身のビジョンを持っている。 
・「3.11の被災地福島の復興」に関して、英語で議論をしてみたい。 



集中講義スケジュール（予定） ※変更の可能性あり 

JAPAN STUDY PROGRAM III 

FUKUSHIMA WORKSHOP 

9/14 
(月) 

午前   中井学長表敬訪問 
  オリエンテーション 
  学内オリエンテーリング 

福島大学 
 

昼食   大学会館 

 午後   講義1「Overview of March 11th Disasters」 

  講義2「Recovery from the 311 Disasters: Environment and Human Health」 
  グループワーク「Individual Expectations and Group Goals」 
  歓迎パーティー 

9/15 
(火) 

午前   浪江町視察 浪江町 

昼食   そば 

相馬市 午後  【松川浦 魚市場】相馬市漁業組合との意見交換 
   相馬市内復興現場視察 
 【相馬中央病院】病院関係者との話し合い（リスクコミュニケーション） 

9/16 
(水) 

 

午前   講義3「Recovery from the 311 Disasters: Food Safety」 

  ディスカッション「How can Fukushima rid itself of its negative pre-conceptions?」 

福島大学 昼食   大学会館 

午後   講義4「Recovery from the 311 Disasters: Community Building」 

  グループワーク「Individual Expectations and Group Goals」 

9/17 
(木) 

 

午前   モニタリングセンター視察  
  除染現場視察（果樹園訪問） 

福島市 昼食   円盤餃子 

午後   土湯温泉バイナリー発電、小水力発電所見学 

  おだがいさまセンター訪問（語り部事業） 郡山市 

9/18 
(金) 

 

午前   講義5「Recovery from the 311 Renewable Energy」 
  ディスカッション「Fukushima 5 decades from now」 

福島大学 昼食   大学会館 

午後   講義6「Recovery from the 311 Disaster Reduction」 

  グループワーク「Fukushima: What have we learnt?」 

  お別れパーティー 
福島大学国際
交流会館 


